
愛

込
め
る
工
具
を
整
理
整
頓
良
く
並

べ
、
作
業
を
し
て
い
た
。

作
品
は
、
打
ち
切
り
時
間
内
に
、

全
員
が
提
出
さ
れ
て
実
技
試
験
は

終
了
し
た
。

採
点
は
、
翌
蛇
日
に
検
定
委
員

と
補
佐
員
が
厳
し
く
採
点
し
、
学

科
試
験
免
除
者
以
外
は
、
９
月
８

日
に
学
科
試
験
を
受
験
し
、
技
能

検
定
試
験
は
終
了
す
る
。

合
格
発
表
が
ｎ
月
に
あ
り
、
実

技
試
験
、
学
科
試
験
に
合
格
し
た

受
験
者
は
、
岨
月
の
技
能
検
定
合

格
証
書
伝
達
式
で
合
格
証
書
が
授

与
さ
れ
る
。

検
定
委
員
・
補
佐
員
・
役
員
の

方
々
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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(1) 平成１４年８月１５日 板 第３７４号

平
成
皿
年
度
、
建
築
板
金
（
内

外
装
板
金
作
業
）
技
能
検
定
試
験

の
実
技
試
験
が
、
７
月
副
日
日
午

前
加
時
か
ら
岡
崎
市
羽
根
町
の
岡

崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

愛
知
県
全
域
か
ら
は
、
妃
名
の

受
験
申
請
（
実
技
・
学
科
）
が
あ

り
、
一
級
に
は
妬
名
（
１
名
欠
席
）
、

二
級
に
は
、
別
名
（
２
名
欠
席
）

の
合
わ
せ
て
妬
名
の
二
十
代
の
青

年
が
、
製
図
用
紙
に
展
開
図
を
書

き
亜
鉛
鉄
板
に
写
し
て
加
工
に
汗

を
流
し
て
挑
戦
し
て
い
た
。

会
場
は
、
梅
雨
が
明
け
帥
度
を

超
え
る
暑
さ
に
加
え
、
受
験
生
達

の
熱
気
で
さ
ら
に
温
度
は
上
が
っ

て
い
た
。

試
験
開
始
時
間
に
さ
き
だ
っ
て
、

佐
藤
忠
雄
技
能
士
会
長
、
村
上
章

愛
知
県
板
理
事
長
よ
り
、
受
験
生

達
に
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
検
定

委
員
か
ら
注
意
事
項
の
発
表
、
道

具
の
検
査
、
補
佐
員
か
ら
製
図
用

紙
の
配
付
が
あ
っ
た
。

一
級
に
は
、
当
日
発
表
の
Ｘ
寸
法

が
あ
り
、
Ｘ
は
即
と
発
表
さ
れ
た
。

一
級
の
課
題
は
、
谷
樋
と
落
ち

口
の
製
作
で
、
谷
樋
は
緩
い
Ｖ
型

に
片
方
は
八
千
代
止
め
加
工
、
一

方
は
ハ
ゼ
に
よ
る
止
め
加
工
で
、

鐘
龍
士
公
鯵
挑
戦

建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
）

技
能
検
定
試
験

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
１

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
２
０

０
５
年
に
第
五
十
七
回
全
国
建
築

長
谷
川
信
義
・
森
徳
夫
両
副
知
事

に
而
接
、
ま
た
県
識
会
正
副
議
長

Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

板
金
業
者
愛
知

大
会
を
開
催
す

る
。

こ
の
大
会
を

成
功
さ
せ
る
た

め
に
、
村
上
理

事
長
、
斉
藤
・

長
谷
川
・
高
柳

各
副
理
事
長
に

青
島
事
務
局
長

が
精
力
的
に
行

政
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
。

七
月
九
日
に

は
愛
知
県
庁
へ

赴
き
県
知
事
を

訪
問
、
残
念
な

が
ら
知
事
が
不

在
な
た
め
に
直

接
開
催
を
報
告

す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
が
、
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加
工
は
一
級
と
同
じ
八
千
代
止
め

と
ハ
ゼ
に
よ
る
止
め
加
工
。
落
ち

口
は
、
角
丸
円
錐
型
で
丸
の
部
分

は
一
級
と
違
い
パ
イ
プ
を
半
田
付

け
で
取
り
付
け
る
。
角
樋
へ
の
取

り
付
け
は
、
二
面
を
ブ
ラ
イ
ン
ド

リ
ベ
ッ
ト
で
取
り
付
け
、
所
定
箇

所
に
半
田
付
け
を
し
て
完
成
。

材
料
の
厚
み
は
、
一
・
二
級
と

も
唖
吠
で
大
き
さ
は
、
一
級
が
肌

き
び
×
伽
琴
吠
で
一
一
級
は
、
Ⅷ
ご
炉
×
叫

一
炉
の
亜
鉛
鉄
板
で
あ
る
。
作
業
時

間
は
、
一
級
が
四
時
間
三
十
分
、

二
級
は
四
時
間
が
標
準
時
間
で
、

一
・
二
級
と
も
三
十
分
の
打
ち
切

り
延
長
時
間
が
あ
る
。

選
手
は
、
背
中
に
ゼ
ッ
ケ
ン
を

つ
け
、
決
め
ら
れ
た
広
さ
に
持
ち

を
表
敬
訪
問
し
て
開
催
す
る
た
め

の
挨
拶
を
し
た
。

七
月
二
十
六
日
に
は
名
古
屋

市
役
所
に
市
長
を
訪
問
し
た
が
不

在
の
た
め
因
田
義
男
助
役
に
面
接
、

又
、
市
議
会
正
副
議
長
に
も
開
催

の
挨
拶
を
し
た
。

そ
の
後
名
古
屋
市
市
民
経
済

局
、
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
、
側

名
古
屋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
中
日
新
聞
本
社
を

表
敬
訪
問
、
２
０
０
５
年
愛
・
地

球
博
に
ち
な
ん
で
全
国
大
会
を
全

国
か
ら
五
千
名
の
参
加
を
目
指
し

て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
日
の
表
敬
訪
問
で
は
東
海

地
方
で
最
大
手
の
情
報
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
中
日
新
聞
社
が
二
十
七
日

付
の
朝
刊
十
一
面
に
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し

い
０

戸

八
千
代
止
め
加
工
の
方
に
エ
キ
ス

パ
ン
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
を
ビ
ス
止
め

し
、
ハ
ゼ
に
よ
る
止
め
加
工
の
方

に
溢
れ
□
を
取
り
付
け
、
落
ち
口

は
、
角
丸
円
錐
型
で
丸
の
部
分
に

パ
イ
プ
を
ハ
ゼ
し
が
み
に
加
工
し

て
取
り
付
け
、
角
部
の
四
面
を
カ

シ
メ
リ
ベ
ッ
ト
で
谷
樋
に
取
り
付

け
、
所
定
箇
所
に
半
田
付
け
を
し

て
完
成
。

二
級
は
、
角
樋
と
落
ち
口
の
製

作
で
、
角
樋
は
底
が
平
ら
で
止
め

レ
作
業
風
景

し
か
り
出
し
作
業



決
さ
れ
て
審
議
は
終
了
し
、
塩
川

博
照
幹
事
（
静
岡
県
）
の
閉
会
の

挨
拶
で
総
代
会
は
閉
会
し
た
。

休
憩
後
、
協
賛
メ
ー
カ
ー
の
㈱

イ
リ
ノ
、
㈱
サ
カ
タ
製
作
所
、
積

水
化
学
工
業
㈱
、
㈱
東
海
セ
キ
ノ

輿
産
よ
り
商
品
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
部
屋
を
移
動
し
て
懇

親
会
に
入
っ
た
。
河
田
雅
彦
全
板

連
青
年
部
長
（
中
板
協
青
年
部
副

部
長
・
愛
知
県
）
の
乾
杯
の
音
頭

で
、
総
勢
娼
名
が
親
交
を
深
め
、

途
中
、
出
席
者
全
員
が
自
己
紹
介

を
し
、
大
久
保
》
賢
二
計
（
福
井
県
）

の
締
め
の
挨
拶
で
午
後
５
時
散
会

し
た
。第

鯛
回
「
あ
す
な
る
研
究
会
」

が
、
平
成
皿
年
９
月
８
日
日
・
９

日
側
の
両
日
、
滋
賀
県
大
津
市

「
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
。
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愛 平成１４年８月１５日（２）第３７４号

鐸
球
謡
蕊
苧
鐸
嶺
穣
へ
瀞
隷
慧
》
》
》

平
成
型
年
７
月
皿
日
、
名
古
屋

市
中
区
の
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ

ル
に
て
、
愛
知
県
板
青
年
部
担
当

で
開
催
さ
れ
た
。

中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

（
中
板
協
）
は
、
中
部
地
方
の
石

川
県
・
岐
阜
県
・
静
岡
県
・
富
山

県
・
福
井
県
。
三
重
県
・
愛
知
県

の
七
県
か
ら
椎
成
さ
れ
、
毎
年
、
各

県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

代
議
員
は
、
七
県
の
青
年
部
員

跡
名
（
平
成
哩
年
６
月
末
）
の
う

ち
弱
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

愛
知
県
は
、
本
田
幹
雄
青
年
部

長
・
河
田
雅
彦
筆
巨
牛
部
》
相
談
役
が
、

中
板
協
青
年
部
副
部
長
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。

午
後
１
時
よ
り
、
片
山
雅
博
代

議
員
（
愛
知
県
）
の
司
会
で
、
本

田
幹
雄
副
部
長
の
開
会
の
挨
拶
、

小
田
由
紀
文
部
長
（
三
重
県
）
の

部
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
紹
介
。

挨
拶
で
、
中
板
協
会
長
。
竹
野
茂

氏
（
石
川
県
）
、
愛
知
県
板
理
事

長
・
村
上
章
氏
に
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。杉

浦
明
代
議
員
（
愛
知
県
）
が

議
長
に
、
帰
山
邦
治
代
議
員
（
福

井
県
）
が
書
記
に
、
選
出
さ
れ
て

審
議
に
入
っ
た
。

審
議
に
入
る
前
に
、
代
議
員
弱

し
総
代
会
風
景

開
催
を
体
験
さ
れ
た
岐
阜
県
板

を
訪
問
、
大
会
に
資
す
る
費
用
と

運
営
の
企
画
や
方
策
な
ど
に
つ
い

て
聴
収
、
収
集
し
た
経
過
の
内
容

を
も
と
に
意
見
の
交
換
を
行
い
、

準
備
の
段
階
に
入
っ
た
。
そ
れ
ら

に
基
づ
き
全
板
愛
知
大
会
準
備
委

員
会
の
設
置
（
案
）
、
役
割
分
担

と
実
行
委
員
（
案
）
も
発
表
さ
れ
、

委
員
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
平
均
に

な
る
よ
う
な
人
選
が
望
ま
し
い
と

の
結
論
。
今
後
如
何
に
運
用
さ
れ

る
か
が
審
議
の
的
と
な
っ
た
。
今

後
の
期
待
と
成
功
を
望
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

細
部
に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
、
各

委
員
会
に
お
い
て
は
、
個
々
に
企

画
立
案
を
基
に
逐
次
、
推
進
を
計

り
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
詳
細

な
報
告
は
愛
県
板
機
関
紙
、
又
は

各
々
の
委
員
会
の
委
員
及
び
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
通
じ
組
合
員
に
報
告

を
願
う
事
と
な
っ
た
。

☆
県
板
共
済
は
非
常
に
感
心
が

浸
透
し
、
協
力
度
が
深
ま
り
つ
つ

あ
る
中
、
移
動
状
況
か
ら
見
る
と
、

俄
か
に
脱
退
者
が
目
立
ち
、
共
済

の
本
来
の
趣
旨
か
ら
考
え
る
と
、

目
的
達
成
に
は
今
一
歩
と
判
断
さ

「
愛
知
県
板
会
議
室

７
月
９
日
午
後
３
Ｆ
に
て
」

能
と
報
告
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
で
は
、
平
成

狸
年
度
の
事
業
計
画
案
・
予

算
案
の
承
認
審
議
に
入
っ
た
。

事
業
計
画
案
の
な
か
に
、

「
全
板
連
青
年
部
」
の
諸
事

業
へ
の
継
続
お
よ
び
積
極
的

参
加
、
基
幹
技
能
者
の
育
成

お
よ
び
諸
資
格
取
得
の
推
進
、

全
板
連
１
中
板
協
１
県
板
と

の
情
報
の
緊
密
化
、
全
板
連

事
業
の
積
極
的
推
進
を
呼
び

掛
け
て
い
た
。

第
一
号
・
二
号
議
案
は
、

す
べ
て
上
程
ど
お
り
承
認
可

《
》
’
、
、
．
《
誉
恥
．
》
、
●
句
、
蝉
》
、
吋
訟
織
韓
騨
秘
●
蛤
ｒ
鷺
撚
添
斡

名
の
う
ち
鯛
名
が
出
席
、
６
名
の

委
任
状
の
提
出
が
あ
り
、
総
代
会

は
成
立
す
る
と
発
表
が
あ
っ
た
。

第
一
号
議
案
で
は
、
平
成
過
年

度
の
事
業
報
告
。
決
算
報
告
・
監

査
報
告
が
あ
り
、
事
業
報
告
の
な

か
に
、
全
板
連
青
年
部
主
催
の

一
‐
あ
す
な
る
研
究
会
」
を
中
部
で

開
催
し
、
過
去
最
高
の
参
加
者
を

み
て
も
、
現
状
打
破
に
か
け
る
意

識
の
高
さ
が
う
か
が
え
、
ま
た
、

「
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
」
で

は
、
中
部
か
ら
５
名
の
入
賞
者
が

あ
る
が
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
面
を
確

実
に
習
得
し
習
熟
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
可

板

愛
県
板
で
は
第
３
回
の
常
務
理

事
会
を
開
催
、
総
代
会
以
後
は
初

め
て
と
な
る
。
先
ず
、
村
上
理
事

長
挨
拶
の
後
、
前
事
務
局
長
谷
津

氏
の
後
任
と
し
て
、
新
た
に
青
島

直
幸
新
事
務
局
長
が
就
任
さ
れ
紹

介
の
後
、
直
ち
に
司
会
を
担
当
さ

れ
、
提
案
さ
れ
た
議
題
に
従
い
審

議
に
は
い
っ
た
。

常
務
理
事
会
開
催
一

Ｌ、ｎ、、Ｌ，Ｌ，、、Ｅ、廷君

§
審
議
の
内
容

村
上
理
事
長
は
初
期
の
段
階
と

し
て
、
全
板
愛
知
大
会
誘
致
に
伴

う
、
県
及
び
県
議
会
へ
表
敬
訪
問

を
行
っ
た
。
更
に
自
民
党
・
公
明

党
・
民
主
ク
ラ
ブ
・
県
政
同
志
会

な
ど
へ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て

訪
問
し
た
と
の
報
告
あ
り
。

、
、
、
、
、
、
」
、
、
も
も
、
、
、
ｈ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
蛤
‐
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｌ

れ
る
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
じ
て
未
加

入
者
の
再
考
を
促
し
た
い
と
の
結

論
に
至
っ
た
。

☆
責
任
保
証
制
度
は
順
調
な
経

過
の
推
移
を
示
し
て
い
る
が
、
看

板
店
の
名
札
を
所
持
す
る
も
一
部

の
会
員
の
み
の
申
込
み
、
一
方
的

な
片
寄
り
で
の
取
扱
い
で
、
総
べ

て
の
所
持
者
が
制
度
を
活
用
す
る

事
に
よ
っ
て
、
社
会
的
信
頼
が
高

ま
り
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
よ
う
。

制
度
の
趣
旨
を
良
く
理
解
し
、
業

界
の
活
性
化
を
計
る
た
め
、
会
員

の
一
層
の
申
込
み
を
願
い
、
更
な

る
Ｐ
Ｒ
に
励
み
、
徹
底
し
た
い
と

の
結
論
に
至
っ
た
。
尚
、
制
度
の

中
で
水
き
り
、
雨
押
さ
え
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
変
更
が
な
さ
れ
、
一

二
○
↓
一
○
○
ｍ
に
変
更
さ
れ
た

事
を
通
知
す
る
。

☆
基
幹
技
能
者
養
成
講
習
会
が

開
催
さ
れ
る
事
が
決
定
さ
れ
、
来

た
る
九
月
二
十
二
日
日
、
二
十
一
一
一

日
㈲
の
二
日
間
の
予
定
で
行
わ
れ

る
。
場
所
は
県
中
小
企
業
セ
ン

タ
Ｉ
に
て
、
費
用
は
三
万
五
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
講
習

の
前
提
と
し
て
、
職
長
・
安
全
衛

生
責
任
者
教
育
講
習
も
予
定
し
て

お
り
、
詳
細
は
申
込
時
に
県
板
事

務
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
更
に
、

北
陸
地
方
で
も
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
お
問
合
わ
せ
を
。

以
上
で
審
議
を
終
え
、
斉
藤
副
理

事
長
の
閉
会
の
辞
で
会
議
を
閉
じ

た
。

Ｋ
・
Ｎ

§
議
題

一
、
二
○
○
五
年
全
板
愛
知
大
会

に
つ
い
て

イ
岐
阜
県
板
全
板
大
会
調
査

記
録
の
検
討

ロ
全
板
岐
阜
大
会
準
備
委
員

会
経
過
報
告

二
、
全
板
愛
知
大
会
準
備
委
員
会

の
構
成
に
つ
い
て

三
、
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他
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に
つ
か
ま
え
る
事
が
で
き
た
と
の

反
省
か
ら
、
今
年
は
細
心
の
注
意

を
払
い
生
き
の
良
い
ア
ユ
を
血
匹

用
意
し
た
。
し
か
し
、
数
日
前
の

台
風
の
影
響
で
沢
が
増
水
し
て
お

り
、
手
づ
か
み
す
る
の
は
ほ
と
ん

ど
無
理
な
状
況
。
そ
れ
で
も
高
学

年
の
男
の
子
は
何
匹
か
ゲ
ッ
ト
。

結
局
加
分
～
加
分
子
供
を
遊
ば
せ

た
い
後
に
、
青
年
部
員
が
手
網
を

使
っ
て
必
死
に
確
保
す
る
事
と

な
っ
た
。

取
っ
た
ア
ユ
を
会
場
に
持
ち
帰

り
、
い
よ
い
よ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

銅
板
レ
リ
ー
フ
と
は
、
厚
さ
○
・

一
五
ミ
リ
の
銅
板
に
い
ぶ
し
を
か

け
て
そ
こ
に
絵
を
描
く
、
木
製
へ

う
で
絵
を
浮
き
出
さ
せ
て
完
成
と

な
り
ま
す
。
予
め
子
供
達
に
下
絵

を
準
備
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
下
絵
を
銅

板
に
写
し
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
な
ぞ
る

時
に
力
が
要
る
た
め
力
加
減
を
伝

え
る
。
木
製
へ
う
で
裏
か
ら
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
線
の
内
側
を
な
ぞ
る
。

こ
こ
で
も
力
が
要
る
の
で
力
加
減

を
伝
え
る
。
仕
上
げ
で
浮
き
出
た

絵
を
硝
ウ
ー
ル
付
の
ス
ポ
ン
ジ
で

J肉o･

鍵員琶?』．,
芭二ﾛ

■凸ヅＺ

･も．；．

診・：
、鼻蕊溌

::詮#嬢

る
子
も
な
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

と
思
い
ま
す
。

課
外
授
業
の
後
で
、
校
長
先
生
、

五
年
生
全
員
か
ら
感
想
文
を
頂
き

楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

「
物
作
り
」
を
、
テ
ー
マ
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て

今
回
の
小
学
校
で
の
銅
板
レ
リ
ー

フ
を
実
施
し
、
ま
だ
他
に
も
で
き

る
も
の
は
あ
る
と
思
う
。
建
築
板

金
業
を
知
ら
な
い
大
人
が
い
る
中

「
板
金
屋
さ
ん
は
、
こ
ん
な
事
も

や
っ
て
る
ん
で
す
よ
」
と
子
供
達

を
通
し
て
大
人
達
に
、
愛
板
青
年

部
一
宮
支
部
は
、
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
と
思
う
。
そ
し
て
「
地
域
に
奉

仕
」
を
体
験
出
来
た
事
は
大
変
有

意
義
だ
っ
た
と
思
う
。
中
日
新
聞

の
三
日
の
尾
張
版
に
掲
載
し
て
も

ら
い
ア
ピ
ー
ル
出
来
ま
し
た
。
学

校
給
食
を
生
徒
た
ち
と
食
べ
さ
せ

て
頂
き
童
心
に
帰
る
事
も
で
き
、

こ
れ
も
貴
重
な
体
験
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
し
て
愛
板
青
年

部
一
宮
支
部
は
、
い
ろ
い
ろ
取
り

組
ん
で
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

一
宮
田
中

熱

蕊

､鱗

７
月
幻
日
㈲
、
梅
雨
明
け
の
茄

だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
東
三
支

部
恒
例
の
家
族
親
睦
会
を
鳳
来
町

の
愛
知
県
民
の
森
に
て
行
っ
た
。

昨
年
同
様
地
引
網
を
敬
遠
し
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
と
し
た
。

今
回
は
企
画
・
運
営
を
青
年
部

が
担
当
し
、
開
始
１
時
間
前
に
現

地
に
集
合
、
北
河
青
年
部
長
の
指

揮
で
各
係
に
わ
か
れ
開
始
時
刻
に

は
完
壁
に
準
備
が
調
っ
て
い
た
。

今
年
も
子
供
向
け
に
〃
ア
ユ
の

つ
か
み
取
り
″
を
計
画
。
昨
年
は

ア
ユ
の
元
気
が
な
く
意
外
と
簡
単

磨
き
ま
す
。
ど

の
部
分
を
磨
く

の
か
を
伝
え
る
。

以
上
の
ポ
イ
ン

ト
に
注
意
を
し

て
、
指
導
者
は
、

生
徒
達
に
教
え

ま
し
た
。
始
め

は
こ
ち
ら
も
緊

張
気
味
で
、
レ

リ
ー
フ
を
上
手

く
伝
え
る
事
が

出
来
る
か
生
徒

達
が
、
怪
我
な

く
楽
し
ん
で

や
っ
て
く
れ
る

の
か
心
配
で
し

た
が
、
怪
我
す

熟
籍
鶴
鍵

蕊

し
や
っ
と
つ
か
ま
え
た
ア
ユ
を
手
に
ハ
イ
ポ
ー
ズ
ノ
．
レ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
風
景

東
三
支
部

家
族
親
睦
会

愛
板
青
年
部
一
宮
支
部
は
、
七

月
二
日
に
葉
栗
郡
木
曽
川
町
立
東

小
学
校
で
「
物
作
り
体
験
」
と
し

て
銅
板
レ
リ
ー
フ
を
課
外
授
業
で

実
施
し
た
。
技
能
士
会
よ
り
、
佐

藤
、
湯
浅
両
氏
の
協
力
が
あ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
「
銅
板
レ
リ
ー
フ

で
遊
ぼ
う
」
で
す
。

小
学
五
年
生
を
対
象
に
行
い
、

生
徒
は
三
ク
ラ
ス
九
十
一
名
で
し

た
が
、
一
ク
ラ
ス
ず
つ
分
け
て
一

日
か
け
て
八
名
の
指
導
者
で
出
来

ま
し
た
。

§-畳

開
始
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ア
ユ
の
塩

焼
・
焼
き
肉
・
焼
き
ソ
バ
・
ウ
イ

ン
ナ
ー
・
手
羽
先
・
五
平
餅
…
…
。

青
年
部
員
、
事
務
員
、
役
員
、
ま

た
奥
様
方
が
汗
び
っ
し
ょ
り
で
料

理
に
奮
闘
し
て
い
た
。

今
回
は
大
人
調
名
、
子
供
師
名

と
例
年
よ
り
少
な
め
の
参
加
人
数

で
は
あ
っ
た
が
、
皆
が
満
腹
に

な
っ
た
２
時
頃
に
は
参
加
者
が
自

主
的
に
片
付
を
手
伝
っ
て
く
れ
無

事
終
了
と
な
り
、
大
成
功
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
と
感
じ
ら
れ
た
。

尚
、
寸
志
を
頂
き
ま
し
た
横
山

興
業
㈱
様
に
は
お
礼
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
何
よ
り
青
年
部
員
の

皆
様
、
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

（
来
年
も
ヨ
ロ
シ
ク
Ⅳ
）

東
三
松
浦

繍繍蕊

傍
銅
板
レ
リ
ー
フ
製
作
風
景

霧

愛

》
唖

蕊
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梅
雨
明
け
間
近
の
７
月
Ｍ
日
㈲
、

名
古
屋
板
金
連
合
会
の
見
学
勉
強

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

中
部
圏
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

中
部
国
際
空
港
「
セ
ン
ト
レ
ア
」

の
視
察
ク
ル
ー
ズ
が
企
画
さ
れ
、

朝
８
時
釦
分
、
名
駅
西
口
に
催
査
ロ
、

パ
ス
２
台
（
駆
名
の
参
加
）
で
出

発
、
常
滑
港
へ
向
か
っ
た
。

こ
の
ク
ル
ー
ズ
は
「
名
鉄
海
上

観
光
汽
船
」
が
毎
週
、
水
・
金
と

第
二
・
第
三
日
曜
日
の
皿
時
に
常

滑
港
か
ら
の
定
期
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

と
し
て
連
行
し
て
い
る
も
の
で
、

な
か
な
か
好
評
の
様
で
、
今
回
、

特
別
に
臨
時
便
を
ｎ
時
加
分
に
出

し
て
も
ら
っ
て
の
乗
船
と
な
っ
た
。

常
滑
港
を
出
て
、
反
時
計
回
り

に
航
路
を
と
っ
て
ま
も
な
く
、
片

側
２
車
線
だ
け
つ
な
が
っ
た
連
絡

橋
を
く
ぐ
り
空
港
島
西
側
に
回
っ

て
改
め
て
島
の
大
き
さ
と
、
巨
大

な
建
設
重
機
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
仮

設
プ
ラ
ン
ト
、
を
観
る
こ
と
が
出

来
た
。
印
分
程
で
一
周
し
て
港
へ

戻
っ
て
、
時
間
の
都
合
上
、
近
く

で
昼
食
の
後
、
ま
た
港
に
戻
っ
て
、

建
設
事
務
所
内
の
「
セ
ン
ト
レ
ァ

館
」
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
工
事
記
録
の
ビ
デ
オ

や
新
空
港
の
概
要
と
工
事
の
進
行

状
況
や
新
工
法
の
説
明
（
現
在
の

▲空港島とつながった連絡橋

盃啄

際
空
港
セ

謬
慧
視
察

髭
溌
燕
溺

馬
屋
匿
一
園

一
使
命
感
」
責
任
感
と
通
ず
る

所
が
あ
る
が
、
使
命
感
に
は
責
任

の
よ
う
に
制
裁
や
不
利
益
を
負
わ

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。

ど
ち
ら
も
自
ら
進
ん
で
与
え
ら

れ
た
任
務
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
使
命
感
と
は

与
え
ら
れ
た
天
職
と
い
う
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
る
。

責
任
は
人
に
負
わ
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
多
い
が
使
命
は
自
分
自
身
が

負
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

責
任
は
不
利
益
に
な
る
こ
と
が

あ
る
が
使
命
は
そ
れ
が
な
い
の
で

自
分
自
身
が
よ
り
燃
え
る
と
言
う

か
や
る
気
に
な
ら
な
い
こ
と
に
は

達
成
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。

責
任
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
前
に

使
命
感
を
持
っ
て
進
ん
で
与
え
ら

れ
た
任
務
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
っ

た
方
が
気
概
や
充
実
感
が
湧
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

押
し
つ
け
ら
れ
る
の
は
い
や
だ

と
か
、
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
と
か

逃
げ
腰
に
な
る
の
で
な
く
、
何
事

に
も
積
極
的
に
使
命
感
を
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

全
板
愛
知
大
会
ま
で
お
よ
そ
千

日
、
み
ん
な
が
使
命
感
を
持
と
う
。

七
月
二
十
六
日
鋤
晴

三
七
四
号
編
集
委
員
会

広
報
委
員
九
名
出
席

午
後
四
時
二
十
分
終
了

加
藤
印
刷
か
ら
お
菓
子
の
差
し

入
れ
が
あ
り
終
了
後
意
見
交
換
。

鷲
見

愛

埋
め
立
て
状
況
は
布
％
程
で
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
基
礎
工
事
が
進
行

中
、
鉄
道
連
絡
橋
の
橋
脚
部
が
、

道
路
連
絡
橋
に
並
行
し
て
建
設
中

な
ど
）
と
伊
勢
湾
の
海
水
の
流
れ

へ
の
配
慮
と
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物

の
為
に
出
来
る
だ
け
自
然
の
石
を

使
っ
た
謹
岸
に
し
、
生
き
物
が
住

み
や
す
く
す
る
配
慮
や
、
地
元
に

と
っ
て
一
番
心
配
な
航
空
機
騒
音

へ
の
配
慮
、
な
ど
の
説
明
と
展
示

館
を
見
学
。
２
時
過
ぎ
航
行
安
全

セ
ン
タ
ー
を
出
て
、
途
中
、
常
滑

焼
き
団
地
「
常
滑
セ
ラ
モ
ー
ル
」

へ
寄
っ
て
４
時
半
過
ぎ
に
名
訳
西

口
に
一
戻
っ
た
。

熱
田
・
南
伊
藤

昌
惣
蛸
．
．

綱
爵冷

騨
》

蕃
鱒
？

晶
研
今
叱 ‘

か
り
ま
し
た
。
検
査
で
一
番
大
変

な
の
は
胃
の
検
査
で
、
た
い
へ
ん

お
い
し
い
？
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で

（
□
の
回
り
は
ま
つ
白
け
）
診
察

台
に
乗
り
、
右
を
向
い
た
り
左
を

向
い
た
り
身
体
が
思
う
様
に
動
か

ず
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

健
康
診
断
は
個
人
で
受
診
し
よ

う
と
思
っ
て
い
て
も
仕
事
が
忙
し

い
と
な
か
な
か
受
診
出
来
な
い
も

の
で
す
。
支
部
の
行
事
と
し
て
健

康
診
断
を
行
え
ば
受
診
す
る
機
会

が
ふ
え
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
診
断
も
毎
年
受
診
し
て
い

る
と
気
分
的
に
も
安
心
で
あ
り
、

一
度
や
め
て
し
ま
う
と
な
ん
と
な

く
心
配
な
気
が
し
ま
す
。

年
に
一
度
の
「
健
康
診
断
」
で

自
分
の
健
康
を
守
り
ま
せ
ん
か
。

刈
谷
加
藤

７
月
各
支
部
の
動
き

；

刈
谷
支
部
で
は
七
月
十
九
日
園
、

刈
谷
市
が
行
う
簡
易
人
間
ド
ッ
ク

に
申
し
込
み
、
集
団
検
診
を
受
け

ま
し
た
。
刈
谷
支
部
で
の
集
団
検

診
は
今
年
で
８
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
受
診
し
た
の
は
哩
名
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
内
３
組
が
夫
婦

で
し
た
。

簡
易
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
は
一

人
当
た
り
七
千
五
百
円
で
す
が
、

個
人
で
病
院
等
で
受
診
す
る
と
二

万
六
千
円
～
二
万
八
千
円
く
ら
い

か
か
る
と
の
こ
と
で
、
市
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
う
集
団
検
診
等
受

診
す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

刈
谷
支
部
も
全
板
国
保
加
入
者

に
つ
い
て
は
補
助
が
あ
る
の
で
個

人
負
担
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

検
診
項
目
は
次
の
通
り
で
し
た
。

・
肺
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

・
胃
検
診
・
骨
密
度
測
定

（
希
望
者
の
み
）

・
身
長
・
体
重
測
定

・
眼
底
検
査
・
眼
圧
測
定

・
視
力
検
査
・
聴
力
検
査

・
心
電
図
・
血
液
検
査

・
尿
検
査
・
便
潜
検
査

・
血
圧
測
定

受
診
当
日
は
「
朝
食
・
水
・

コ
ー
ヒ
ー
・
た
ば
こ
・
薬
等
一
切

と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

所
要
時
間
は
約
１
時
間
程
度
か

締
鋸

春
日
井
支
部

７
．
８
日
支
部
旅
行
・
奈
良

大
阪
方
面
略
名

フ
ジ
テ
ッ
ク
・
タ
カ
ヤ

マ
金
属
工
場
見
学

鍋
日
支
部
役
員
会
４
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会

小
牧
支
部

９
日
会
合
ｎ
名

犬
山
支
部

過
日
例
会
全
員

岡
崎
支
部

３
日
青
年
部
役
員
会
８
名

Ⅳ
日
岡
板
ゴ
ル
フ
大
会
型
名

碧
南
支
部

犯
日
太
子
誌
町
名

刈
谷
支
部

岨
日
人
間
ド
ッ
ク
受
診
廻
名

豊
田
支
部

週
日
第
４
回
役
員
班
長
会

配
日
技
能
検
定
反
省
会

西
尾
支
部

Ⅳ
日
役
員
会
出
名

娼
日
青
年
部
定
例
会
岨
名

知
立
支
部

過
日
定
例
会

知
多
支
部

朋
日
理
事
会

東
三
支
部

４
日
定
例
会
妬
名

皿
日
役
員
会
６
名

過
日
青
年
部
定
例
会
９
名

虹
日
家
族
親
睦
会
（
愛
知
県

民
の
森
）
大
人
卵
名

小
人
師
名

妬
日
役
員
会
６
名

へ
刈
谷
支
部
簡
易
人
間
ド
ッ
ク
）

名
古
屋
板
金
連
合
会

ｕ
日
中
部
国
際
空
港
現
場
見

学
ク
ル
ー
ズ
躯
名

熱
田
南
支
部

岨
日
定
例
会

瑞
穂
支
部

１
日
月
例
会
肥
名

尾
張
板
金
連
合
会

調
日
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

一
宮
支
部

躯
日
青
年
部
定
例
会
⑫
名


